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鉄系超伝導体は、母物質の構造相転移と反強磁性秩序がドーピングや加圧により抑制されると、

高い転移温度と大きな臨界磁場を持つ超伝導を示すことが知られている。最近、鉄を不純物で置

換しでも超伝導転移温度の減少の効果が小さいことから、秩序変数に符号反転のない S++波超伝

導が議論されている。また、鉄の 3d軌道と枇素の 4p軌道を考慮した d-p模型の理論解析により、

dyz、dzxの電気四極子揺らぎ(軌道揺らぎ)を媒介とした S++波が現れることが報告されている。

本研究では、電気四極子揺らぎの効果を明らかにするために、正方晶系D4hに属する Ba(Feo.9CoO.1)2As2 

の弾性定数を超音波位相比較法により計測した [1]0その結果、横波弾性定数 C66のみ、室温か

ら超伝導転移点 Tsc=23 Kに向かつて 21%の弾性ソフト化を示し、超伝導相では降温に従い

弾性ハード化することが分かつた。さらに、 10Tの磁場を印加しても、 C66の弾性ソフト化の

振る舞いはほとんど変化しなかった(図 1)。他の縦波弾

性定数C11、C33と横波弾性定数 (Cl1- C12)/2、C44は

降温とともに単調増加を示し、超伝導転移点付近のみ弾

性異常を示した。これは超音波により誘起された査みらU

がFermi面を形成している dyz、dzx軌道と結合し電気四

極子揺らぎを生じさせたため、 C66に弾性ソフト化が現

れたと考えられる。さらに、転移点で弾性ソフト化が消

失していることから、電気四極子が超伝導に大きな役割

を果たしていることが示唆される。また、弾性ソフト化

が磁場依存性をほとんど示さないことから、超伝導の起

源は非磁性であることが示唆される。本講演ではそれら

の詳細について報告する。
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図 1:Ba(Feo.9Coo.1)2As2のOT(O)、
10T(口)における弾性定数C66の温度
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